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教育⼯学における研究の流れ 2背景(1/4)

新型コロナウイルスによる
オンライン授業の普及

コンピュータに⽀援された協働学習
CSCL(Computer Supported 
Collaborative Learning)

協働学習の推進

協働学習・オンライン授業

場所や時間に関する制約が緩やかに
授業形式の多様化同期型授業 ⾮同期型授業

ハイブリッド型授業 ブレンド型授業

コンピュータに⽀援された共同作業
CSCW(Computer Supported 
Cooperative Work)

教育⼯学



課題 3背景(4/4)

独りでの学習の増加と気軽な疑問解決の機会の減少

オンライン授業において
学習者同⼠が対話的に疑問を解決することで
⼀体感を持てるよう⽀援するシステム



システムの概要 4⽬的(1/1)

l講義資料の任意の位置に注釈の投稿が可能なシステム

lスクロールによるリアルタイムな閲覧範囲共有

l可視化による⾮同期型授業への対応

オンライン授業において
学習者同⼠が対話的に疑問を解決することで
⼀体感を持てるよう⽀援するシステム



座標つき注釈の投稿 5提案システム
(2/5)

l講義資料の任意の位置
をダブルクリック

lその位置に注釈を投稿
l他のユーザにも
リアルタイムで共有



閲覧範囲の共有 6提案システム
(4/5)

lスクロールによる
閲覧範囲の遷移が表⽰

lリアルタイムに
共有されることで
存在感を醸成



延べ閲覧時間 7結果(3/5)

⾮同期型授業前半終了時 ⾮同期型授業終了時利⽤した被験者5名

l 被験者ごとの特徴が可視化
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⽬的の達成度 8結果(5/5)

対話的な疑問解決 存在感の醸成

システムを利⽤して，他の学習者が
(同時でないにしても) 存在する感覚が
あったか

他の学習者と対話して理解を深めることを
⽀援するという観点で本システムは
有⽤だと思うか



まとめ 9

l対話的な疑問解決の⽀援，及び存在感の醸成
l学習⾏動の可視化による学習者の特徴の可視化

l⾮同期型授業における他者の影響⼒の低さ
l可視化による詳細な分析，フィードバック


